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基本情報
	計画名称

	


	構築するラボの名称（日・英）

	


	中核機関

	


	連携機関（役割）
機関名に続けて、本計画における役割を簡潔に記載してください

	・○○研究所（～～の役割）



	協力機関

	



	計画の対象となる主な研究分野（※複数記載可）

	



	提案の要旨（250文字以内）

	






	申請者
（中核機関が属する法人の長）
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	事務連絡担当者
	住所
	

	
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	
	電話番号
	

	
	e-mail
	





ア）全体構想と計画 
それぞれの項目について、実現すべき将来像を描いたうえで、本事業期間で実施すること、達成することについて具体的に説明してください。また、世界の動向を踏まえたうえで、本構想・計画の独自性や戦略性を説明してください。

０．全体概要
　構想と計画の全体像を記載してください。また、それがAI for Scienceの推進にどのように貢献し、科学の再興(※)に繋がると考えるか、将来的展望を含め、説明してください。（1ページ以内）
加えて、全体像がわかる概念図を作成（1ページ（PowerPoint）。様式自由）。

※ 新たな「知」を豊富に生み出し続けることができる状態を実現することにより、我が国の基礎研究・学術研究の国際的な優位性を取り戻すこと
（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/042/mext_00002.html）



1． オートメーション/クラウドラボの構築・運営に係る構想・計画
　ラボの基本情報（所在地や面積等）、対象とする主な研究分野、実現する機能やそのための取組（先行する取組や関連施策との連携内容、産業界との協働による研究環境の構築・活用を含む）、それにより得られる研究成果及び波及効果、社会・経済や国民生活への影響等の社会的インパクト等を具体的に記載してください。また、記載の末尾に、下表の形式により、計画のアウトプット・アウトカムを測定する指標を設定してください。（指標を含めて4ページ以内）
※　アウトプットには、成果を出すために必要な、計画の活動目標を記載してください。
※　アウトカムには、計画の実施により得られる成果目標について記載してください。

【指標例】
アウトプット指標の例：稼働時間、外部利用者数、共同研究数、企業からの収入
アウトカム指標の例：論文数、自己収入比率









	アウトプット指標
	目標値（目標年）
	申請時点
	指標設定の考え方

	
	
	
	

	
	
	
	



	アウトカム指標
	目標値（目標年）
	申請時点
	指標設定の考え方

	
	
	
	

	
	
	
	



※　複数の指標を設定する場合、適宜、行を追加してください。
※　アウトプット指標はアウトカム指標と関連するものとし、指標設定の考え方にその関連がわかるよう記載してください。
※　目標年は、補助事業期間内（最長４年間）で設定してください。
※　申請時点の数値を記載できない場合は、「-」としてください。


＜様式１＞（施設・設備の詳細）

· 本計画に関連する主な設備
	研究機関
	設備名
	仕様
（形式・性能）
	専用・共同
利用の別
	現有/新設
	備考

	○○大学
○○研究所
	○○○○
	
	共同利用
	現有
（平成
○年度）
	

	□□研究所
	□□□□
	
	共同利用
	新設
（令和
○年度）
	　

	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　


本計画に関連する主な設備について記入してください。
現有/新設の欄には、既に保有する設備を本計画に活用する場合は「現有」、本計画のために新たに導入する場合は「新設」と記載してください。また、「現有」の場合は、当該設備の導入年度を、「新設」の場合は導入予定年度を記載してください。













2． 研究データの創出・活用基盤の構築・運営に係る構想・計画
整備する研究データ基盤の概要や、取得される研究データの管理・利活用の方針（標準化に向けた取組を含む）等を具体的に記載してください。また、記載の末尾に、下表の形式により、計画のアウトプット・アウトカムを測定する指標を設定してください。（指標を含めて3ページ以内）
※　アウトプットには、成果を出すために必要な、計画の活動目標を記載してください。
※　アウトカムには、計画の実施により得られる成果目標について記載してください。

【指標例】
アウトプット指標の例：蓄積データ量
アウトカム指標の例：データの外部利用数










	アウトプット指標
	目標値（目標年）
	申請時点
	指標設定の考え方

	
	
	
	

	
	
	
	



	アウトカム指標
	目標値（目標年）
	申請時点
	指標設定の考え方

	
	
	
	

	
	
	
	



※　複数の指標を設定する場合、適宜、行を追加してください。
※　アウトプット指標はアウトカム指標と関連するものとし、指標設定の考え方にその関連がわかるよう記載してください。
※　目標年は、補助事業期間内（最長４年間）で設定してください。
※　申請時点の数値を記載できない場合は、「-」としてください。



3． 人材育成に係る構想・計画
拠点を活用した人材育成（若手研究者、技術者、研究開発マネジメント人材等）の戦略、取組等を具体的に記載してください。また、記載の末尾に、下表の形式により、計画のアウトプット・アウトカムを測定する指標を設定してください。（指標を含めて2ページ以内）
※　アウトプットには、成果を出すために必要な、計画の活動目標を記載してください。
※　アウトカムには、計画の実施により得られる成果目標について記載してください。

【指標例】
アウトプット指標の例：プログラム参加人数
アウトカム指標の例：分野横断型専門人材の輩出数










	アウトプット指標
	目標値（目標年）
	申請時点
	指標設定の考え方

	
	
	
	

	
	
	
	



	アウトカム指標
	目標値（目標年）
	申請時点
	指標設定の考え方

	
	
	
	

	
	
	
	



※　複数の指標を設定する場合、適宜、行を追加してください。
※　アウトプット指標はアウトカム指標と関連するものとし、指標設定の考え方にその関連がわかるよう記載してください。
※　目標年は、補助事業期間内（最長４年間）で設定してください。
※　申請時点の数値を記載できない場合は、「-」としてください。




イ）実施・連携体制 
１．実施体制図
　計画の推進体制を図示してください。その際、計画の責任体制や中核となる人材等が明確になるよう記載してください。（1ページ以内）



２．役割分担
　中核機関、連携機関、協力機関それぞれの役割を、計画全体における位置づけを明らかにした上で、各機関の強み・特色を踏まえて具体的に記載してください。（2ページ以内）


３．拠点の外部利用に係る支援体制等
　開かれた拠点として多くの研究者を巻き込むための体制やアウトリーチ戦略、拠点利用者等への支援体制をどのように構築するか、具体的に記載してください。（2ページ以内）




＜様式２＞（人員計画）
中核機関、連携機関、協力機関ごとに記載してください。

	　
	前半
	後半

	
	１年目～2年目
	3年目～4年目

	
	①
	②
	①
	②

	
	機関内の人員
	新たに採用を予定している人員
	機関内の人員
	新たに採用を予定している人員

	研究者
	　
	　
	　
	　

	技術者等
（ｴﾝｼﾞﾆｱ、ﾃｸﾆｼｬﾝ　等）
	　
	　
	　
	　

	研究開発マネジメント人材（URA等）
	　
	　
	　
	　

	事務職員
	　
	　
	　
	　

	その他
	　
	　
	　
	　

	合計（人）
	　
	　
	　
	　


計画に参画する人員について記載してください。


ウ）予算計画 
１．各年度の事業計画
　各年度に実施する内容を、各年度の主な支出内容や自己収入確保策とあわせて具体的に説明してください。（2ページ以内）
※　様式3-1、3-2との対応がわかるように記載ください。自己負担については、機関内予算による人件費負担や施設の提供、自助努力（計画含む）等、主な内容がわかるよう記載ください。



２．計画期間終了後の方針
　本事業による計画期間終了後、拠点をどのように運営し、発展させていくのか、運営方針を具体的に記載してください。なお、拠点の持続・発展にあたって課題と考えられる点や国に期待する点等があれば、その内容も記載してください。（3ページ以内）
※　様式3-1における自己収入との関係性についても説明してください。



